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ごみ指定袋が市全域で同じになります
　環境センター（鴨島分）と西環境センター（川島・山川・美郷分）でごみの指定袋が異なってい
ましたが、９月から統一したデザインで順次販売（旧のごみ袋の在庫がなくなり次第）を開始する
予定です。

　なお、現在のごみ袋も９月１日から新価格で販売します。（一部のごみ袋が値下げになります）

※今までに購入しているごみ袋は、今後もそのまま使用できます。

もやせるごみ専用

カン・金属専用

ペットボトル専用

もやせるごみ
　生ごみは十分水切りを
　してください。
（プラスチック類含む）

カン・金属
  スプレー缶等は穴を開
  けてください。

持ち去り禁止

ペットボトル
　ふたとラベルははずし
　てください。

持ち去り禁止

吉野川市

吉野川市

吉野川市

もやせるごみ専用〔白色半透明の袋〕

カン・金属専用〔無色透明の袋〕

ペットボトル専用〔無色透明の袋〕

【大】寸法　65㎝×80㎝　【中】寸法　50㎝×70㎝

【大】寸法　65㎝×80㎝

【大】10枚入り　200円【中】10枚入り　170円

【大】10枚入り　200円

【大】10枚入り　200円

自治会名 氏名

自治会名 氏名

自治会名 氏名

新
し
い
ご
み
指
定
袋

【大】寸法　65㎝×80㎝

　※カンと金属類を一緒に入れてください。

キャップと
ラベルを
はずす

中身を空
にして、
すすぐ

スプレー缶はボン
ベに穴をあける。

新
し
い
ご
み
指
定
袋

ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は市役所および各庁舎
で回収します。
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新
し
い
ご
み
指
定
袋

びん専用
□ 無色透明のびん
□ 茶色びん
□ その他の色付きびん

※ それぞれに分別して出
してください。

吉野川市

びん専用〔無色透明の袋〕
【中】寸法　50㎝×70㎝

【中】10枚入り　170円

自治会名 氏名

もやせないごみ専用
□ 埋立・危険なごみ
□ 複合ごみ

※ それぞれに分別して出
してください。

吉野川市

もやせないごみ専用〔緑色透明の袋〕
【大】寸法　65㎝×80㎝

【大】10枚入り　200円

自治会名 氏名

共通専用（小口）
□ もやせるごみ
□ もやせないごみ（埋立）
□ ペットボトル
□ 金属類
□ びん類
□ 複合ごみ

吉野川市

共通専用〔黄色半透明の袋〕
【小】寸法　45㎝×60㎝

※指定袋の注意書きについては、一部省略してあります。

【小】10枚入り　150円

自治会名 氏名

●問い合わせ　吉野川市環境センター　　☎　  5697
　　　　　　　吉野川市西環境センター　☎　  5333

○24
○42

※共通
　１つの種類だけを入れてください。

無色透明のびん 茶色びん その他の色付きびん

埋立・危険なごみ
（割れたガラスなどは新聞紙等に包んで入れてください） 複合ごみ
植木鉢（陶器・素焼き）・花ビン・ガラス
類・化粧用のビン類・電球

アイロン・ラジカセ・電気ポット・
電卓・リモコン　等

新
し
い
ご
み
指
定
袋
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段ボールコンポストを始めませんか。段ボールコンポストを始めませんか。段ボールコンポストを始めませんか。段ボールコンポストを始めませんか。段ボールコンポストを始めませんか。

段ボールコンポスト基材（ピートくん）を無料配付いたします。
ピートくん配付場所

鴨島町

　支所地域課　上浦地区公民館　牛島地区公民館
　森山地区公民館　　　飯尾敷地地区公民館
　西麻植地区公民館　　鴨島公民館
　西麻植会館　　神島会館　 文化研修センター

川島町 　支所地域課　　川島公民館　　こだま会館

山川町
　支所地域課　　山川公民館　 山瀬地区公民館
　八坂会館　　　湯立会館

美　郷 　支所地域課　　美郷公民館 （ふるさとセンター）

●問い合わせ　市環境企画課　ごみ減量化大作戦担当　☎　  2230○22

●基材（ピートくん）の受け取り方法
　初回は
　①上記の場所で、「生ごみを排出しない宣言」をし、住所、氏名、電話番号を用紙に記入し
　　ていただきます。
　②「生ごみゼロ宣言書」を発行します。
　③段ボールコンポスト基材（ピートくん）を１袋受け取ります。
　④段ボールコンポストを実践していただきます。
　2回目以降（3カ月後）は
　○「生ごみゼロ宣言書」を持参のうえ、氏名を記入し１袋受け取り、引き続き段ボールコ
　　ンポストを行っていただきます。

「生ごみゼロ宣言書」（見本）
NO.　　　　

生ごみゼロ宣言書
　　住所　吉野川市○○○○　
私　氏名　吉野川　太郎　は 
段ボールコンポストの実践に取り組み
生ごみの排出はいたしません。

基材（ピートくん)
配 付 日

年     月     日 年     月     日
年     月     日 年     月     日

年     月     日 年     月     日 年     月     日
年     月     日 年     月     日 年     月     日
年     月     日 年     月     日 年     月     日

※この宣言書を裏面の場所（各支所地域課等 ･公民館）
　に提示して基材（ピートくん）をお受け取りください。　
※ピートくんは、約３カ月使用できます。 吉野川市
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雑紙は、！雑誌の日、！袋いらん！得する。！市民みんなで取り組みましょう。

生ごみで堆肥を作ろう。
たい ひ

段ボールコンポストに挑戦!!
準備しましょう

設置しましょう

さあ、使いましょう

・段ボール箱（みかん箱程度の大きさ）
・板状の段ボール（二重底用）
・ピートモス　 （15㍑以上）
・もみ殻くん炭（10㍑以上）
・風通しのいい台
　（底に水がたまらないよう
    すのこ状のものがよい）

・コンポストキャップ（古いTシャツ等）
・小型スコップ（シャベル）

基材（無料配付）
⎫
⎬
⎭

①生ごみを入れましょう。
　（約3カ月間使用可）

①箱の底を二重にしましょう。
　こうすると長持ちします。

②置き場所を決めましょう。 ③基材を箱に入れましょう。

雨がかからない、できれば日当
たりの良い場所を選びましょう。
風通しの良い台に段ボール箱を
置きます。

基材（ピートモスともみ殻くん炭）
を段ボール箱に移し、よく混ぜ合
わせます。

②よく混ぜましょう。
　（朝・夕の2回生ごみを入れるごと）

③ 虫よけのためコンポストキャ
ップをかぶせましょう。冬場
は保温効果があります。

1日500g～1kgを目安に生ごみを投入。
堆肥（コンポスト）にしましょう。

箱の側面近くを混ぜすぎないのがコツ。
（段ボールをいためないため）

コンポストキャ
ップをかぶせま
す。

※ 3カ月後に2
週間そのま
まで熟成さ
せると堆肥
ができ上が
ります。

※ 冬場は日なたへ出して
温度を高めましょう。

紙テープで
止めると良い

箱の選び方、ここがポイント！

虫の季節の対策

①防水加工していないもの。③ 裏面が針止めしてあ
るものが良い。ガム
テープ止めの場合
は、ビニールより紙
テープの方が長持
ちします。
　（通気性がよいため）

① 底から虫が入りやすいので、
図のように4カ所をガムテー
プ（紙製）かテーピングなど
でめばりしてください。
② コンポストキャップをかぶ
せます。コンポストキャップは使い古しの衣類で
作れます。（ＬサイズのＴシャツなど）

② 二重のハニカム構造が
丈夫で長持ちします。

底の3カ所

つぎ目の1カ所
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予
約
申
し
込
み
先

●
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
申

出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・
押

印
（
金
融
機
関
の
届
け
出
印
）
し
、

金
融
機
関
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
１
年
分
お
よ
び
上
期
６
カ
月

分
（
４
〜
９
月
分
）
は
２
月
末
ま

で
に
、
下
期
６
カ
月
分
（
１
月
〜

翌
年
３
月
分
）
は
８
月
末
ま
で
に
、

社
会
保
険
事
務
所
必
着
と
な
る
よ

う
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
度
の
１
年
分
お
よ
び

上
期
６
カ
月
分
は
、
す
で
に
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
平

成
22
年
度
か
ら
の
申
し
込
み
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

と
き　

９
月
11
日
㈮
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

国
民
年
金
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
お

得
で
す

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

の
無
料
相
談
に
つ
い
て

口
座
を
利
用
す
る
に
は

前
納
の
申
し
込
み

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
１
階　

相
談
室

相
談
内
容

①
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」・「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」
の
趣
旨
、
目
的
お

よ
び
見
方
の
説
明

②
記
録
照
会
票
記
入
方
法
の
助
言

③
年
金
加
入
期
間
に
空
白
が
あ
る

場
合
の
ご
本
人
へ
の
確
認

④
年
金
加
入
に
関
す
る
記
憶
喚
起

の
た
め
の
助
言

申
込
方
法

　

無
料
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談

開
設
日
１
カ
月
前
か
ら
徳
島
県
社

会
保
険
労
務
士
会
へ
予
約
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
約
の
際
に
、
相
談
者

氏
名
・
基
礎
年
金
番
号
・
連
絡
先

に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
（
０
１
２
０
）
９
６
７
９
５
１

平成21年度 1カ月分 6カ月分※ 1年分※
保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付（納付書による現金
納付および翌月末振替の口座
振替）

14,660円 － 87,960円 － 175,920円 －

毎月納付【早割】
（当月末振替の口座振替) 14,610円 50円 87,660円 300円 175,320円 600円

６カ月全納（現金納付） － － 87,250円 710円 174,500円 1,420円
６カ月全納（口座振替） － － 86,960円 1,000円 173,920円 2,000円
１年全納（現金納付） － － － － 172,800円 3,120円
１年全納（口座振替） － － － － 172,230円 3,690円

ごみ減量化大作戦（出前講座募集）

問い合わせ・申し込み

　ごみ減量化のアイデアや市民の皆さんの節約につながる「得をする」お話を、実演を交え
てさせていただきます。

　　所 要 時 間　　15分から1時間で依頼者から頂ける時間
　　最低実施人数　　３人以上お集まりいただくと参ります。
　　対　　　　象　　吉野川市民に限ります
　　経　　　　費　　無料（講師派遣費・実習材料費は市で負担します）
　　講　　　　師　　１人派遣
※ 特典は、参加者全員に生ごみを肥料にできる「段ボールコンポスト基材（ピートくん）」
を無料でプレゼントいたします。

市環境企画課  ごみ減量化大作戦（出前講座募集）担当
　　　　　　☎㉒２２３０  FAX ㉒２２４７　E-mail:kankyou@city.yoshinogawa.lg.jp

ごみの減量化　まずは雑紙の資源化 　そして、生ごみの堆肥化ごみの減量化　まずは雑紙の資源化 　そして、生ごみの堆肥化
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局地的な大雨から身を守るために

　平成20年、神戸市灘区の都賀川が急に増水し、都賀川の公園で遊んでいた方々が流されて死
亡しました。また、東京都豊島区で下水道管内の水位が急に上昇し、作業員の方々が流されて死
亡するという痛ましい事故が発生しています。いずれも、急に降り出した局地的な大雨（報道で
はゲリラ豪雨）が関係していると見られています。

●局地的な大雨とは
　「局地的な大雨」は、大気の状態が不安定（地面付
近へ暖かく湿った空気が流入したときや上空へ冷たい
空気が流入したとき）な場合、単独の積乱雲が発達し、
一時的に雨が強まり局地的に数十ミリの総雨量となり
ます。一つの積乱雲が発生してから、雨を降らせ消滅
するまでの寿命は、数十分程度です。突然に狭い範囲
で降る大雨は、どこかで発生するかもしれないことを
一日程度前から予想することは可能ですが、ピンポイ
ントで場所や時間を特定し、十分な時間的余裕をもっ
て予想することは難しいのが現状です。

●局地的な大雨に対する身の守り方
　局地的な大雨から身を守るには、自分の居る場所がどのような災害や事故が起こりうるかを、
前もって知っておくことが重要です。また、戸外での行動では、どのようなことに注意すべきか
を認識して、必要なチェックを行うことが大切です。
□看板　→「危険地域」などの表現がある。
□空の状態　→「急に真っ黒な雲が近づいてきた」「雷鳴が聞こえる」「稲光がみえる」。
□川の状態　→「水かさが増える」「濁ってくる」「流木や落ち葉が流されてきた」。
□警報装置　→サイレンの音が聞こえる。
　発達した積乱雲が近づく兆しなど天気の急変に注意し、危険を感じたらすぐに身の安全を図っ
てください。

●問い合わせ　徳島地方気象台　防災業務課　☎088（626）0676

局地的な大雨によって起こりうる事態

場　　所 起こりうる事態

地下街、地下室、地下ガレージ 川や側溝から溢れた水が流入し、水没のおそれ

道路 冠水のため人や自転車が側溝やマンホールに転落
自動車が走行不能、水没もありうる

河原、渓流 釣りや川遊びの人が急な増水で流される
中洲に取り残される

下水道管
かん

渠
きょ

、用水路 急な増水で流される

積
乱
雲



❽2009年（平成21年）8月12日

広報よしのがわ

　

６
月
12
日
、
め
ぐ
み
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
市
役
所
を
訪
れ
、
お

花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

園
で
は
毎
年
花
の
き
れ
い
な
こ

の
季
節
に
、
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込

　

６
月
27
日
、
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中

央
通
り
で
、
鴨
島
町
出
身
の
曽
我

廼
家
五
九
郎
の
至
芸
を
た
た
え
る

五
九
郎
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

鴨
島
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の
パ

レ
ー
ド
で
ス
タ
ー
ト
し
た
ま
つ
り

で
は
、
五
九
郎
太
鼓
保
存
会
に
よ

　

６
月
20
日
、
江
川
・
鴨
島
公
園

周
辺
で
「
１
０
０
万
人
の
キ
ャ
ン

　

６
月
27
日
、
五
九
郎
ま
つ
り
で

法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝

達
と
啓
発
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

７
月
１
日
に
は
川
島
か
ら
美
郷
ま

　

警
察
署
協
議
会
は
、
地
域
の
安

全
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
地
域

住
民
の
意
見
、
要
望
を
聴
き
、
警

察
署
の
業
務
運
営
に
民
意
を
反
映

さ
せ
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
機
関

で
、
平
成
13
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

平
成
21
年
５
月
31
日
で
前
任
委

員
の
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
た
め
、

吉
野
川
警
察
署
協
議
会
委
員
に
新

し
く
次
の
６
人
の
方
々
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

吉
野
川
警
察
署
協
議
会
委
員

（
敬
称
略
）

藤
井　

吉
信
（
山
川
町
）
再
任

和
泉　

隆
啓
（
美　

郷
）
再
任

山
賀　

杏
子
（
鴨
島
町
）
再
任

河
野　

住
江
（
川
島
町
）
再
任

河
見　

博
之
（
鴨
島
町
）
新
任

三
並　

理
恵
（
山
川
町
）
新
任

五九郎太鼓保存会による五九郎太鼓の演奏

鴨島小学校金管バンドのパレードでまつりがスタート社会を明るくする運動の啓発パレード

お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

五
九
郎
ま
つ
り

１
０
０
万
人
の

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

吉
野
川
警
察
署
協
議
会

委
員
を
委
嘱

河野副市長（後列）と記念撮影

ろうそくの淡い光が、公園内を幻想的なムードに！

め
て
お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て

い
ま
す
。

ド
ル
ナ
イ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ろ
う
そ
く
が
入
っ
た
色
と
り
ど

り
の
模
様
の
グ
ラ
ス
約
８
０
０
０

個
が
、
公
園
内
の
遊
歩
道
や
広
場

に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
方
は
、
ろ
う
そ
く
の
淡

い
光
が
作
り
出
す
、
幻
想
的
な
光

景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

で
広
報
車
に
よ
る
啓
発
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

と
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

る
五
九
郎
太
鼓
の
演
奏
や
交
通
安

全
母
の
会
の
交
通
安
全
お
ど
り
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
通
り
に

は
、
た
く
さ
ん
の
夜
店
が
並
び
、

大
勢
の
家
族
連
れ
ら
が
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
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川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

キ
キ
ョ
ウ　
　

キ
キ
ョ
ウ
科

　

キ
キ
ョ
ウ
は
、
日
本
に
古
く

か
ら
自
生
す
る
花
で
、
秋
の
七

草
の
一
つ
で
す
。万
葉
集
で「
朝

顔
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、

実
は
キ
キ
ョ
ウ
だ
っ
た
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。

　

万
葉
集
に
は
、
次
の
よ
う
な

歌
が
あ
り
ま
す
。

　
『
朝
顔
は　

朝
露
負
い
て　

咲
く
と
い
へ
ど　

夕
影
に
こ
そ

　

咲
き
ま
さ
り
け
れ
』

（
作
者
不
詳
）

「
朝
顔
は
、
朝
露
を
う
け
て
咲

く
け
ど
、
夕
方
の
光
の
中
で
は
、

一
段
と
美
し
く
咲
い
て
い
る
。」

と
い
う
意
味
で
す
。

（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

　

７
月
４
日
、
市
役
所
と
山
川
消

防
会
館
の
２
カ
所
で
、
消
防
団
員

と
し
て
の
基
礎
知
識
や
規
律
等
を

習
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
平
成
21
年
度
新
入
団
員
規

律
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
市
の
消
防
団
に
新

し
く
入
団
さ
れ
た
団
員
に
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

徳
島
中
央
広
域
連
合
東
消
防
署

お
よ
び
西
消
防
署
の
署
員
の
指
導

の
も
と
、
合
計
34
人
の
団
員
が
約

　

７
月
６
日
、
市
消
防
団
長
の
横

田
満
男
さ
ん
（
川
島
町
三
ツ
島
＝

75
歳
）
が
、
平
成
21
年
度
消
防
功

労
者
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
広
く
地
域
消
防

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
社
会
の

安
全
確
保
、
防
災
思
想
の
普
及
、

そ
の
ほ
か
の
災
害
防
御
に
関
す
る

対
策
の
実
施
に
尽
力
し
た
消
防
団

員
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
消
防

団
員
と
し
て
最
高
の
栄
誉
で
あ
る

新
入
団
員
規
律
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た

平
成
21
年
度
消
防
功
労

者
総
務
大
臣
表
彰
受
賞

自
衛
官
募
集
相
談
員
を

委
嘱

消防署員から指導を受ける新入団員

消防功労者総務大臣表彰を受賞した横田さん
（後列一番右）

どろんこになりながら、一生懸命あそぶ園児たち

大きいシャボン玉ができました

前列左から十川さん、瀬尾さん、尾﨑さん、椙村さん、山下さん

２
時
間
汗
を
流
し
て
熱
心
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

７
月
２
日
、
市
役
所
で
、
自
衛

官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
状
交
付
式

を
行
い
ま
し
た
。
相
談
員
の
任
期

は
７
月
１
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
自

衛
官
志
願
者
に
関
す
る
情
報
の
提

供
や
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
の
行

う
募
集
の
広
報
に
つ
い
て
の
援
助

を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
（
敬
称
略
）

十
川　
　

敬
（
川
島
町
）

瀬
尾　
　

武
（
鴨
島
町
）

尾
﨑　

暢
武
（
美
郷
）

椙
村　

礼
子
（
山
川
町
）

山
下　
　

智
（
鴨
島
町
）

表
彰
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

全
国
で
７
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
、

横
田
さ
ん
は
徳
島
県
で
は
初
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
９
日
、
鴨
島
町
の
向
麻
山

北
側
の
休
耕
田
で
、
牛
島
幼
稚
園

の
園
児
が
泥
あ
そ
び
を
楽
し
み
ま

ど
ろ
ん
こ
遊
び

し
た
。

　

水
を
張
っ
た
田
ん
ぼ
の
中
で
、

園
児
た
ち
は
全
身
泥
だ
ら
け
に
な

り
な
が
ら
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
宝

探
し
や
ど
ろ
ん
こ
あ
そ
び
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、

お
に
ご
っ

こ
や
シ
ャ

ボ
ン
玉
あ

そ
び
な
ど

も
行
わ
れ

ま
し
た
。
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児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、受
給
者
本
人
が
８
月
中
に「
児

童
扶
養
手
当
現
況
届
」
を
子
育
て
支
援

課
窓
口
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
８
月
中
に
提
出
が
な
い
と
８
月
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
期
間
中
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

８
月
31
日
㈪
ま
で
（
土
・

日
を
除
く
）

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ
印
以
外
）、

児
童
扶
養
手
当
証
書
（
平
成
20
年
度
受

給
対
象
者
の
方
）、
そ
の
他
添
付
書
類

等※
添
付
書
類
等
は
受
給
者
の
状
況
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、 　

児
童
扶
養
手
当
は
、
両
親
の
離
婚
等

で
父
親
の
い
な
い
児
童
な
ど
、
父
親
と

生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児
童
を
養

育
・
監
護
し
て
い
る
方
（
た
だ
し
公
的

年
金
を
受
け
て
い
な
い
場
合
）
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
請
求
手
続
き
を
し
、
条

件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
所
得
の
額
に
よ

っ
て
は
受
給
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
過
去
に
所
得
制
限
で
手
当

て
を
受
け
て
い
な
い
方
で
も
、
所
得
の

状
況
が
変
化
し
た
こ
と
で
受
給
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
母
子
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
４

７
月
に
受
給
者
宅
に
送
付
し
た
『
児

童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

（
案
内
）』を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
11
日
㈮
午
後
３
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

摂
食
・
嚥え
ん

下げ

に
つ
い
て

講
師　

徳
島
病
院　

馬
木
医
師

国
立
病
院
機
構　

徳
島
病
院

☎
㉔
２
１
６
１

市
健
康
推
進
課　
　

 　
☎
㉕
６
６
１
５

東
部
農
林
水
産
局　

林
業
振
興
担
当

（
県
徳
島
合
同
庁
舎
）

☎
０
８
８
（
６
２
６
）
８
５
８
３

市
農
林
業
振
興
課　
　
☎
㉒
２
２
２
８

吉
野
川
市
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー

平
成
21
年
度
徳
島
県
狩
猟
免
許
試
験

　

母
子
家
庭
の
母
・
児
童
、
お
よ
び
父

母
の
な
い
児
童
が
入
院
し
た
場
合
、
保

険
診
療
分
に
係
る
自
己
負
担
分
の
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
や
扶
養
義
務
者
の
所

得
が
所
得
制
限
額
（
児
童
扶
養
手
当
支

給
認
定
基
準
）
を
超
え
る
場
合
や
、
そ

の
方
に
監
護
・
養
育
さ
れ
て
い
る
児
童

で
あ
る
場
合
、
他
制
度
で
助
成
を
受
け

ら
れ
る
場
合
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
公
的
年
金
（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金

等
）
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

の
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉

係
（
川
島
庁
舎
１
階
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
健
康
保
険
証

○
戸
籍
謄
本（
本
籍
地
が
吉
野
川
市
以
外
の
方
）

○
所
得
課
税
証
明
書
（
平
成
21
年
１
月

２
日
以
降
に
吉
野
川
市
に
転
入
さ
れ
た
方
）

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
３

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

※ 他市町村に住所を有する方は、申し込み先
および試験場所が異なることがあります。

申請書
提出期間 試験場所 試験科目 開始時間 と

き

8月28日㈮
まで
受付時間　
午前8時30分
～午後5時
（月曜日～
金曜日）

徳島県徳島
合同庁舎
（徳島市新
蔵町1丁目
67）

知識試験 午前10時
から 9

月
6
日
㈰適性試験

技能試験
午後１時
から
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住
宅
用
防
災
警
報
器
設
置
補
助

制
度

　

住
宅
用
防
災
警
報
器
設
置
に
つ
い
て

は
、
平
成
16
年
６
月
の
消
防
法
改
正
に

よ
り
、
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

住
宅
用
防
災
警
報
器
の
設
置
を
推
進

す
る
た
め
、
次
の
世
帯
に
対
し
購
入
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
18
年
６
月
１
日
以
降

の
新
築
住
宅
な
ら
び
に
す
で
に
寝
室
・

階
段
に
設
置
が
完
了
し
て
い
る
世
帯
お

よ
び
ほ
か
の
制
度
に
よ
る
給
付
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
方
が
属
す
る
世
帯
は

対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

補
助
対
象
要
件

①
吉
野
川
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に

市
内
の
既
存
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
こ

と
。

②
世
帯
全
員
の
当
該
年
度
（
４
月
お
よ

び
５
月
に
申
請
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

前
年
度
）
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
こ
と
。

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
で

あ
る
こ
と
。

ア　

生
活
保
護
世
帯

法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
法
に
基
づ
き
、
浄
化
槽
の
設

置
状
況
、
維
持
管
理
状
況
を
客
観
的
に

把
握
す
る
た
め
、
構
造
・
保
守
点
検
状

況
・
水
質
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
１
回

徳
島
県
知
事
の
指
定
す
る
検
査
機
関
で

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
検
査
で
す
。

必
要
な
わ
け

　

こ
の
検
査
は
、
浄
化
槽
の
保
守
点

検
・
清
掃
作
業
が
、
国
の
基
準
ど
お
り

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
放
流
水
の

水
質
検
査
を
中
心
に
、
外
観
検
査
・
書

類
検
査
と
あ
わ
せ
て
検
査
す
る
も
の
で

す
。
保
守
点
検
や
清
掃
と
は
趣
旨
・
内

容
が
異
な
る
た
め
、
た
と
え
保
守
点
検

業
者
に
委
託
し
て
い
て
も
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

検
査
費
用

◆
浄
化
槽
を
使
い
始
め
て
か
ら
３
〜
５

カ
月
の
間
に
受
け
る
場
合
、
10
人
槽
以

下
で
９
０
０
０
円

◆
毎
年
１
回
、
定
期
的
に
受
け
る
場
合
、

10
人
槽
以
下
で
５
０
０
０
円

　

浄
化
槽
か
ら
の
排
水
に
よ
っ
て
川
が

汚
れ
た
り
、
悪
臭
が
発
生
し
て
近
所
に

迷
惑
が
か
か
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
必

ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

徳
島
県
で
は
、（
社
）
徳
島
県
環
境

技
術
セ
ン
タ
ー
が
指
定
検
査
機
関
と
し

て
法
定
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
社
）
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

検
査
セ
ン
タ
ー

〒
７
７
０
─８
０
０
１　

徳
島
市
津
田

海
岸
町
２
番
33
号

☎
０
８
８
（
６
３
６
）
１
２
３
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tokushim

a-env.jp

※
住
宅
用
防
災
警

報
器
を
購
入
す
る

前
に
必
ず
補
助
金

交
付
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
宅
用

防
災
警
報
器
購
入

後
に
補
助
金
交
付
申
請
書
を
提
出
し
た

場
合
は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
福
祉
総
務
課　
　
　
☎
㉕
２
１
１
１

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

受
け
て
い
ま
す
か

イ　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

ウ　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持

　
　

者
の
い
る
世
帯

エ　

療
育
手
帳
Ａ
判
定
所
持
者
の
い
る

　
　

世
帯

オ　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　
　

所
持
者
の
い
る
世
帯

④
申
請
は
１
世
帯
１
回
限
り
で
、
設
置

個
所
は
寝
室
お
よ
び
階
段
の
２
カ
所
を

限
度
と
す
る
。

⑤
申
請
の
期
限
は
平
成
23
年
５
月
31
日

ま
で
と
し
、「
煙
式
」
の
住
宅
用
防
災

警
報
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
日
本
鑑
定
協
会
の
「
鑑
定

マ
ー
ク
」
が
つ
い
て
い
る
製
品
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
額

　

住
宅
用
防
災
警
報
器
の
設
置
に
要
し

た
費
用
の
合
計
額
と
し
、
１
個
に
つ
き

３
０
０
０
円
を
限
度
と
す
る
。（
３
０

０
０
円
に
満
た
な
い
場
合
は
そ
の
金
額

を
補
助
す
る
。）

申
請
の
手
続
き

　

申
請
書
等
は
福
祉
総
務
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。
手
続
き

も
同
じ
場
所
で
行
え
ま
す
。
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下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
更
新
講
習

「
経
済
危
機
対
策
」
に
関
す
る

住
宅
金
融
支
援
機
構
か
ら
の

お
知
ら
せ

８
月
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
月

　

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
所
定
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書

は
下
水
道
課
（
山
川
庁
舎
２
階
）
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
期
間　

９
月
１
日
㈫
〜
10
月
１
日

㈭提
出
先　
（
財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー（
徳
島
県
林
業
セ
ン
タ
ー
２
階
）

試
験
手
数
料　

１
万
円
（
受
験
講
習
料
、

テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

受
験
講
習

と
き　

11
月
５
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
３
階　

第
２
特
別
会
議
室
（
徳
島
市
山
城
町
東

浜
傍
示
１
番
地
１
）

試
験

と
き　

11
月
12
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
３
階　

第
２
特
別
会
議
室

市
下
水
道
課　

総
務
係

　
　
　
　

☎
42
３
３
９
９

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

の
有
効
認
定
期
間
は
お
お
む
ね
５
年
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
習
を
希
望
さ
れ
る
方
は
所
定
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書

は
下
水
道
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
更
新
講
習
を
受
講
し
な
い
と
再

認
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
免
許
を
失
効
し
な

い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

９
月
１
日
㈫
〜
10
月
１
日

㈭提
出
先　
（
財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー（
徳
島
県
林
業
セ
ン
タ
ー
２
階
）

講
習
手
数
料　

１
万
円
（
講
習
、
テ
キ

ス
ト
代
、
再
登
録
料
等
含
む
）

講
習
日
時　

11
月
中
に
５
回
開
催
（
い

ず
れ
か
１
回
を
受
講
）
い
ず
れ
も
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

講
習
会
場　

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
鴨
島

（
11
月
25
日
開
催
）
ほ
か
３
カ
所
の
う

ち
い
ず
れ
か
１
カ
所
で
受
講

対
象
者　

認
定
期
間
が
平
成
22
年
３

（
財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
３
９
９
１

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
方
に
は
、

（
財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
か

ら
案
内
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

市
下
水
道
課　

総
務
係

　
　
　
　

☎
42
３
３
９
９

（
財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
３
９
９
１

　

住
宅
金
融
支
援
機
構
は
、
民
間
金
融

機
関
と
提
携
し
、
金
利
が
変
わ
ら
な
い

安
心
な
長
期
固
定
金
利
住
宅
ロ
ー
ン

【
フ
ラ
ッ
ト
35
】を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
策
定
さ
れ
た
「
経
済
危
機
対

策
」
に
基
づ
い
て
、【
フ
ラ
ッ
ト
35
】

の
制
度
拡
充
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
建
設
費
・
購
入
価
格
の
１
０
０
％
以

内
の
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。（
買

取
型
）

②
融
資
の
対
象
と
な
る
諸
費
用
の
範
囲

を
拡
大
し
ま
し
た
。（
買
取
型
、保
証
型
）

③
長
期
優
良
住
宅
等
に
該
当
す
る
住
宅

【
フ
ラ
ッ
ト
35
】
の
制
度
拡
充
の
概
要

に
つ
い
て
、
当
初
20
年
の
金
利
を
年
0.3

％
優
遇
す
る
【
フ
ラ
ッ
ト
35
】
Ｓ
（
20

年
優
遇
タ
イ
プ
）
の
取
り
扱
い
を
開
始

し
ま
し
た
。（
買
取
型
、
保
証
型
）

④
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
換
え
に
も
利
用

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。（
買
取
型
）

住
宅
金
融
支
援
機
構　

お
客
様
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０
（
０
８
６
０
）
３
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.fl at35.com

問
い
合
わ
せ

　

８
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
第
２

期
）
の
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

納
期
限　
　
　
　
　
　

８
月
31
日
㈪

市
税
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
１
５
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融
資
額
の
引
き
上
げ

　

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
２
０
０
万

円
以
内
↓
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
３

０
０
万
円
以
内
に
引
き
上
げ

返
済
期
間
の
延
長

　

10
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は

母
子
家
庭
の
方
は
11
年
以
内
）
↓
15
年

以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子
家

庭
の
方
は
18
年
以
内
）
に
延
長

◆
利
用
で
き
る
方

　

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、

海
外
の
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学
・
在

学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
で
、
次
の
①
ま

た
は
②
の
方

①
世
帯
の
年
間
収
入
（
事
業
所
得
）
が

下
記
の
表
の
金
額
以
内
の
方

　

８
月
は
食
品
衛
生
月
間
で
す
。
家
庭

の
食
事
、
衛
生
管
理
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
食
材
管
理
【
買
い
物
し
た
ら
す
ぐ
冷

蔵
庫
に
し
ま
っ
て
い
る
か
】

　

夏
場
は
台
所
の
室
内
温
度
が
高
く
な

り
ま
す
。
常
温
保
存
の
物
で
も
す
ぐ
に

使
わ
な
い
場
合
は
冷
蔵
庫
や
戸
棚
内
な

ど
温
度
管
理
で
き
る
と
こ
ろ
に
置
き
、

な
る
べ
く
早
め
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

②
器
具
管
理
【
調
理
中
は
調
理
器
具
を

こ
ま
め
に
洗
浄
し
て
い
る
か
】

　

包
丁
・
ま
な
板
は
材
料
ご
と
に
洗
い

ま
し
ょ
う
。
ふ
き
ん
は
作
業
が
終
わ
っ

た
ら
洗
剤
で
洗
い
、
乾
か
し
ま
し
ょ
う
。

塩
素
系
漂
白
剤
な
ど
で
消
毒
す
る
場
合
、

汚
れ
が
あ
る
と
消
毒
効
果
が
薄
れ
る
の

で
、
先
に
洗
剤
で
洗
い
ま
し
ょ
う
。
器

具
は
次
回
使
う
ま
で
に
乾
か
し
て
お
き

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
制
度
の

ご
案
内

家
庭
で
の
食
中
毒
予
防

②
世
帯
の
年
間
収
入
（
事
業
所
得
）
が

９
９
０
万
円
（
７
７
０
万
円
）
以
内
で

あ
っ
て
、
次
の
特
例
要
件
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

特
例
要
件

○
勤
続
（
営
業
）
年
数
が
３
年
未
満

○
居
住
年
数
が
１
年
未
満

○
返
済
負
担
率
（
借
入
金
年
間
返
済
額

／
年
収
）
が
30
％
超

国
の
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
（
０
５
７
０
）
０
０
８
６
５
６

☎
０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.k.jfc.go.jp/

日
本
政
策
金
融
公
庫　

徳
島
支
店

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
７
２
７
１

ま
し
ょ
う
。

③
調
理
【
食
べ
る
分
を
作
っ
て
、
で
き

あ
が
っ
た
ら
早
め
に
食
べ
て
い
る
か
】

　

料
理
は
で
き
る
だ
け
そ
の
時
食
べ
る

分
量
で
作
り
、
食
べ
な
い
分
は
先
に
取

り
分
け
冷
蔵
す
る
か
冷
凍
し
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
内
で
の
汚
染
を
避
け
る
た
め
、

ふ
た
付
き
容
器
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
手
洗
い
【
調
理
前
や
肉
類
・
魚
類
を

触
っ
た
と
き
に
手
洗
い
を
し
て
い
る

か
】

　

手
洗
い
は
石
け
ん
と
流
水
で
丁
寧
に

行
い
、
乾
い
た
タ
オ
ル
で
し
っ
か
り
水

気
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
台
所
の
タ
オ
ル

は
頻
繁
に
使
う
の
で
食
事
ご
と
に
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

今
年
の
夏
は
気
温
が
高
く
、
海
水
温

が
30
度
以
上
に
上
昇
す
る
エ
ル
ニ
ー
ニ

ョ
現
象
が
日
本
の
海
域
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
海
水
温
が
高
く
な
る
と
腸
炎
ビ

ブ
リ
オ
と
い
う
食
中
毒
菌
が
増
殖
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
塩

分
を
好
み
、
魚
介
類
や
海
水
中
に
住
む

細
菌
で
、
35
〜
37
度
で
最
も
増
殖
が
速

く
な
り
、
10
度
以
下
の
低
温
で
増
殖
が

抑
え
ら
れ
ま
す
。
夏
場
は
で
き
る
だ
け

魚
介
類
の
生
食
は
避
け
、
購
入
時
は
早

く
冷
蔵
庫
に
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
担
当

　
　
　
　
　
　

☎
㉔
１
１
１
４

利
用
で
き
る
方
の
世
帯
の
年
間
収
入

（
事
業
所
得
）
上
限
額
に
つ
い
て

１　 「子どもの人数」とは、申し込む方
が扶養しているお子さまの人数をい
います。年齢、就学の有無を問いま
せん。

２ 　「６人以上」の場合は、コールセン
　ターへお問い合わせください。

子どもの人数 給与所得者
（事業所得者）

１人 790万円（590万円）
２人 890万円（680万円）
３人 990万円（770万円）
４人 1,090万円（860万円）
５人 1,190万円（960万円）

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
知
ら
せ

●
江
川
湧
水
源
周
辺
、
吉
野
川
堤
防　

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や
し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）   

作
業
時
間　

９
月
１

日
㈫
午
前
６
時
30
分
〜
７
時
30
分　

●
多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園　

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や
（
鴨
島
第
一
中
学
校

西
側
）    

作
業
時
間　

９
月
１
日
㈫
午
前
７
時
〜
８
時　
　

問
い
合
わ
せ　

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド　

☎
㉔
８
６
６
０



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

142009年（平成21年）8月12日

広報よしのがわ

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ぶ
な
い
よ　

と
び
だ
し
き
ん
し　

み
ぎ
ひ
だ
り

清
水　

咲
里
（
上
浦
小
学
校
１
年
）

　

吉
野
川
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
で
は
、

応
募
部
門　

一
般
部
門
（
中
学
生
以

上
）、
親
子
部
門
（
小
学
生
以
下
と
そ

の
保
護
者
）

　
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」、「
飯
尾

敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
に
つ

い
て
、
平
成
21
年
度
を
も
っ
て
指
定
管

理
期
間
が
満
了
す
る
た
め
、
平
成
22
年

度
か
ら
の
指
定
管
理
者
の
候
補
者
を
次

吉
野
川
市
文
化
祭
出
展
・
出
演
募
集

『
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
』『
飯
尾
敷
地
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
』
指
定
管
理
者
募
集

地
域
の
文
化
振
興
を
目
的
と
し
、
11
月

１
日
㈰
〜
３
日
㈫
ま
で
の
３
日
間
、
川

島
体
育
館
等
で
吉
野
川
市
文
化
祭
を
開

催
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た

い
、
自
分
た
ち
の
作
品
を
見
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
団
体
は
、
ぜ
ひ
文
化
祭
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

《
作
品
展
示
の
部
》

募
集
内
容　

生
け
花
、
陶
芸
、
写
真
、

手
芸
、
絵
画
、
書
道
等

※
作
品
の
サ
イ
ズ
は
、
20
号
（
72
㎝
×

60
㎝
）
程
度
ま
で
と
し
ま
す
。

展
示
場
所　

川
島
体
育
館

《
演
芸
の
部
》

募
集
内
容　

日
舞
、
三
味
線
、
民
謡
、

大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
等

■
発
表
場
所　

鴨
島
公
民
館
お
よ
び
ア

メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
募
集
期
限　

作
品
展
示
の
部
、
演
芸

の
部
と
も
に
９
月
１
日
㈫
ま
で

■
申
し
込
み
先　

生
涯
学
習
課
（
山

川
庁
舎
１
階
）、
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
、

鴨
島
公
民
館
、
川
島
公
民
館
、
山
川
公

民
館
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
７

連
絡
先

第
1
1
7
回
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

第
４
回
マ
イ
バ
ッ
グ
作
品
コ
ン
テ
ス
ト

真
夏
の
夜
の
夢
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ
、コ
ー
ル
・

エ
・
コ
ー
ル
か
も
じ
ま
、
農
民
ズ
、
ほ

か
多
数

と
き　

８
月
29
日
㈯
午
後
５
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ
ー
ム

あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

ojim
a/

m
achicon/

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会　

　

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

吉
野
川
市
内
に
主
た
る
事

業
所（
本
店
）を
置
く
法
人
ま
た
は
団
体

指
定
管
理
期
間　

平
成
22
年
４
月
１
日

〜
平
成
25
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

応
募
期
間　

８
月
12
日
㈬
〜
９
月
11
日

㈮応
募
方
法　

募
集
要
項
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/index.asp

応
募
説
明
会
・
施
設
見
学
会

▼
飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
き　

８
月
20
日
㈭
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

▼
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
き　

８
月
20
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
７

応
募
期
限　

９
月
15
日
㈫
ま
で

応
募
規
定　

機
能
性
、
経
済
性
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
性
を
考
慮
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
で
未
発
表
の
も
の
。
で
き
る
だ
け

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
素
材
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
・
応
募
先　

応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
徳
島
県
環
境
整

備
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
各
支
所
地
域
課
に
あ
り

ま
す
。

徳
島
県
環
境
整
備
課　

ゴ
ミ
ゼ
ロ
推
進
室

〒
７
７
０-

８
５
７
０　

徳
島
市
万
代

町
１
丁
目
１
番
地　

☎
０
８
８
（
６
２
１
）
２
２
６
６

市
環
境
企
画
課　
　
　
☎
㉒
２
２
３
０



問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

問
い
合
わ
せ

応
募
先

問
い
合
わ
せ

募
集
要
項
請
求
・
問
い
合
わ
せ

15 2009年（平成21年）8月12日

広報よしのがわ

ごみの処理にはルールがあります。不法投棄はやめましょう。

か
も
し
れ
な
い
と　

思
っ
て
う
ん
て
ん　

じ
こ
ぼ
う
し

藤
井　
　

啓
（
牛
島
小
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
で
は
、
厚
生
労

働
省
か
ら
委
託
、
補
助
を
受
け
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、

父
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住

民
と
友
好
親
善
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

参
加
費　

一
律
10
万
円
（
沖
縄
は
５
万

円
）

　

平
成
21
年
度
は
、
10
月
に
東
部
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
11
月

に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
12
月
に
沖
縄
、
１
月
に
台

湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
２
月
に
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
の
地
域
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
締
め
切
り
や
日
程
な
ど
の

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
財
）
徳
島
県
遺
族
会

☎
０
８
８
（
６
５
２
）
７
６
５
３

℻
０
８
８
（
６
５
２
）
７
６
５
４

　

放
送
大
学
で
生
涯
学
習
を
始
め
ま
せ

ん
か
。
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
大
学
教
育
を
一
科
目
か
ら

マ
イ
ペ
ー
ス
で
学
べ
ま
す
。
最
新
の
知

識
を
仕
事
や
家
庭
生
活
に
生
か
し
て
く

だ
さ
い
。

　

卒
業
す
れ
ば
「
大
卒
」「
修
士
」
等

の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。
入
試
は
あ

り
ま
せ
ん
。

出
願
期
間　

８
月
31
日
㈪
ま
で

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
０
２
）
０
１
５
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
http://w

w
w
.u-air.ac.jp

　

吉
野
川
市
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
特

産
品
を
、
吉
野
川
市
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
認
証
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

認
証
さ
れ
た
特
産
品
は
、
吉
野
川
市

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
、

特
産
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
に
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
が
主
催

す
る
物
産
展
へ
の
出
展
や
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
な
ど
の
特
典
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　

申
請
書
お
よ
び
認
証
を
希

望
す
る
商
品
を
、
商
工
観
光
課
（
市
役

所
２
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

応
募
期
限　

９
月
30
日
㈬
ま
で

　

な
お
、
申
請
書
お
よ
び
申
請
に
か
か

る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
６-

８
６
１
１　

吉
野
川
市
鴨

島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
商
工
観
光
課

☎
㉒
２
２
２
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.

暮
ら
し
の
緑
化
推
進

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

放
送
大
学
第
２
学
期
生
募
集

吉
野
川
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
を

全
国
に
発
信
!!

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

課
題　
「
街
路
樹
」「
並
木
道
」「
鎮
守

の
森
」「
公
園
」「
自
宅
の
庭
」
等
、
人

と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
さ
せ
る
、
緑
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
中
心
に
〝
こ
ん

な
ま
ち
に
住
み
た
い
〞
と
い
っ
た
想
い

を
表
現
し
た
も
の

応
募
規
定　

水
彩
画
（
ア
ク
リ
ル
絵
の

具
も
可
）・
ク
レ
ヨ
ン
・
ク
レ
パ
ス
で

４
つ
切
り
画
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

応
募
資
格　

県
内
の
小
・
中
学
校
の
児

童
生
徒

応
募
期
間　

９
月
２
日
㈬
〜
10
日
㈭

（
当
日
消
印
有
効
）

〒
７
７
０-

０
８
０
４　

徳
島
市
中
吉

野
町
１
丁
目
53
番
地
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

徳
島
共
生
塾
一
歩
会

県
土
整
備
部　

都
市
計
画
課

☎
０
８
８
（
６
２
１
）
２
５
６
７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
共
生
塾
一
歩
会

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
９
６
０

lg.jp/index.asp



問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

162009年（平成21年）8月12日

広報よしのがわ

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？　

も
う
一
度
だ
け　

み
ぎ
ひ
だ
り

古
市　
　

司
（
森
山
小
学
校
２
年
）

問
い
合
わ
せ

東
井
義
雄
賞
「
い
の
ち
の
こ
と
ば
」

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

訓
練
生
募
集

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
に

　

皆
さ
ん
に
生
き
る
勇
気
と
希
望
を
与

え
た
「
こ
と
ば
」
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
テ
ー
マ　
『
い
の
ち
に
目
覚
め
さ

せ
ら
れ
た
あ
の
一
言
』 

※
60
字
以
内
の
「
こ
と
ば
」
と
、
そ
の

時
の
状
況
を
４
０
０
字
以
内
で
ま
と
め

て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

10
月
１
日
㈭
必
着

応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
学
生
は
学
校
名
を
記

入
し
、
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
６
６
８-

０
３
９
３　

兵
庫
県
豊
岡

市
但
東
町
出
合
１
５
０

豊
岡
市
教
育
委
員
会
但
東
分
室
内

東
井
義
雄
賞
『
い
の
ち
の
こ
と
ば
』
募

集
係

☎
０
７
９
６
（
２
１
）
９
０
３
６

℻
０
７
９
６
（
５
４
）
１
０
２
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

toui-kinenkan@
city.toyooka.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
3.city.toyooka.lg.jp/

toui-kinenkan/syo/index.htm
l

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
お
よ
び
各
公
共
職
業

安
定
所

徳
島
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
８
８
（
６
３
１
）
１
４
７
４

鳴
門
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
８
８
（
６
８
６
）
４
７
５
２

阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
８
８
４
（
２
６
）
０
２
５
０

西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
８
８
３
（
６
２
）
３
０
６
７

県
労
働
雇
用
政
策
課

☎
０
８
８
（
６
２
１
）
２
３
４
５

　

四
国
財
務
局
に
、
借
金
を
抱
え
悩
ん

で
い
る
方
々
の
た
め
の
「
相
談
窓
口
」

が
あ
り
ま
す
。

　

多
重
債
務
問
題
は
必
ず
解
決
す
る
問

題
で
す
。
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司
法

書
士
な
ど
の
法
律
専
門
家
に
引
き
継
ぎ

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
お
電
話
く
だ

　

平
成
22
年
４
月
入
校
の
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

対
象

①
40
歳
以
下
（
昭
和
44
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
中
学
校
を
卒

業
し
た
方
（
た
だ
し
、
平
成
22
年
３
月

新
規
中
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
く
）

②
高
等
学
校
卒
業
以
上
対
象
訓
練
科
は
、

40
歳
以
下
（
昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
方
（
平
成
22
年
３
月
新
規
高
等

学
校
卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
）

募
集
訓
練
科

徳
島
校　

理
容
科
、
金
属
技
術
科
、
イ

ン
テ
リ
ア
木
工
科
、
電
子
機
器
科（
※
）

鳴
門
校　

塗
装
科
、
メ
カ
ニ
カ
ル
技
術

科（
※
）

阿
南
校　

自
動
車
整
備
科（
※
）

西
部
校　

建
築
科
、
電
気
工
事
科（
※
）、

車
体
整
備
士
科（
※
）

※
は
高
等
学
校
卒
業
以
上
対
象
訓
練
科

申
込
期
間　
８
月
31
日
㈪
〜
９
月
30
日
㈬

選
考
日
時　

10
月
21
日
㈬
午
前
10
時
〜

申
し
込
み
先　

入
校
を
希
望
す
る
県
立

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と
職
業

相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知
識
や
就
職

の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

８
月
17
日
㈪
、
９
月
７
日
㈪
・

14
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

９
月
９
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
２
１
６
６

巡
回
職
業
相
談

さ
い
。
相
談
費
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　

月
曜
〜
金
曜
ま
で
の
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

高
松
市
中
野
町
26
番
１
号　

四
国
財
務
局　

財
務
広
報
相
談
官　

多
重
債
務
相
談
員

☎
０
８
７
（
８
３
１
）
２
１
５
５

問
い
合
わ
せ
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広報よしのがわ

早期発見・報告で、高齢者虐待を防ぎましょう！

「
た
だ
い
ま
」
の　

元
気
な
声
を　

ま
っ
て
ま
す

河
野　

和
樹
（
鴨
島
小
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

と
き　

８
月
31
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

と
こ
ろ　

会
議
室

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
14
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
担

当　

山
岡
祐
美
子
さ
ん

足
・
腰
・
ひ
ざ
の
筋
力
ア
ッ
プ
ス
ト
レ

ッ
チ

と
き　

９
月
17
日
㈭
〜
平
成
22
年
２
月

18
日
㈭
の
毎
月
第
３
木
曜
日（
全
６
回
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

講
師　

理
学
療
法
士　

田
村
英
司
さ
ん

内
容　

木
や
和
紙
、
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た

郵
便
で
送
る
ち
ょ
っ
と
立
体
お
て
が
み

内
容　

木
の
板
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
和

紙
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
郵
便
で
送

る
手
紙
を
作
り
ま
す
。

と
き　

８
月
22
日
㈯
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

図
書
室

定
員　

親
子
15
組

参
加
費　

ひ
と
り
５
０
０
円
＋
入
館
料

と
き　

９
月
４
日
㈮
〜
30
日
㈬

内
容　

和
紙
会
館
藍
染
教
室
の
講
師
と

生
徒
に
よ
る
作
品
展

と
き　

９
月
20
日
㈰

　
　

開
場　

午
後
３
時
〜

　
　

開
演　

午
後
３
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

ホ
ー
ル

出
演　

N
A
M
iD
A

、
テ
ン
シ
ョ
ン
パ

ー
マ
、
四
星
球
、
学
生
バ
ン
ド
等

チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
１
５
０
０
円
、
当

日
１
８
０
０
円
、
高
校
生
以
下
５
０
０

円と
き　

10
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

鴨
島
体
育
館

テ
ー
マ　
「
食
・
農
の
阿
波
ブ
ラ
ン
ド

の
創
出
」

　

郷
土
料
理
の
出
品
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　

８
月
31
日
㈪
ま
で

と
き　

９
月
11
日
㈮
、
10
月
９
日
㈮
、

と
き　

９
月
４
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
45
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

徳
島
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ

ー　

玄
蕃
芳
江
さ
ん

と
き　

９
月
10
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館
だ
よ
り

趣
味
の
園
芸　

秋
・
冬
野
菜
の
栽
培

や
さ
し
い
経
済  

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
基
礎
知
識

食
の
知
っ
得
講
座  

よ
く
わ
か
る
食
品
の
表
示

健
康
教
室　

食
中
毒
と
予
防

転
倒
予
防　

健
康
体
操
教
室

前
田
篤
志
展
―
和
紙
と
出
会
い
ま
し
た
―

夏
休
み
親
子
教
室

藍
染
教
室
作
品
展
―
藍
で
装
う
―

鴨
島
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
４
回
吉
野
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

男
性
料
理
教
室

（
財
）
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館

　
☎
42
６
１
２
０

と
き　

８
月
22
日
㈯　

開
場　

正
午　

開
演　

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

ホ
ー
ル

吉
野
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
大
会

休
館
日
の
お
知
ら
せ

電
気
工
事
の
た
め
８
月
24
日
㈪
か
ら

８
月
26
日
㈬
ま
で
お
休
み
に
な
り
ま

す
。

鴨
島
公
民
館　
　
　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

準
備
す
る
も
の　

タ
オ
ル
、バ
ス
タ
オ
ル

　

８
月
20
日
㈭
か
ら
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

作
品
な
ど
異
種
な
素
材
を
組
み
合
わ
せ

た
作
品
の
展
示

と
き　

８
月
30
日
㈰
ま
で

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

11
月
13
日
㈮
、12
月
11
日
㈮
（
全
４
回
）

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　

管
理
栄
養
士　

中
西
充
子
さ
ん

準
備
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
米
５
勺
（
毎
回
）

材
料
費　

２
０
０
０
円
（
４
回
分
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

参
加
資
格　

65
歳
以
上
の
男
性
。
ご
希

望
の
方
は
、
８
月
20
日
㈭
か
ら
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
材
料
費
を

持
っ
て
鴨
島
公
民
館
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）

入
館
料　

大
人
３
０
０
円
、
学
生
２

０
０
円
、
小
・
中
学
校
１
５
０
円
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広報よしのがわ

花火はマナーを守って楽しみましょう！

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
な
ん
か
い
も　

か
く
に
ん
し
よ
う　

み
ぎ
ひ
だ
り

河
野　

成
紀
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
２
年
）

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

平
成
21
年
度
前
期
講
座
作
品
展
・

発
表
会
の
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
講
演
会
の
お
知
ら
せ

「
現
代
中
国
によ
み
が
える
空
海
」

第
２
回
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
in
山
川

と
き　

８
月
23
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
で
お
魚
を

ゲ
ッ
ト
、
お
も
ち
ゃ
製
作
教
室
な
ど
ほ

か
多
数

入
場
料　

無
料

　

現
在
33
講
座
５
９
１
人
の
講
座
生
が

受
講
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
を
３
日

間
展
示
・
発
表
を
し
ま
す
。

と
き　

９
月
19
日
㈯
〜
21
日
㈪
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
21
日
㈪
は
午
後
４
時

講
師　

静
慈
圓
さ
ん
（
吉
野
川
市
出
身
、

高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

と
き　

９
月
12
日
㈯
午
後
３
時
〜
（
開

場
２
時
30
分
）

※
終
了
後
、
質
問
の
時
間
を
設
け
ま
す

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー　
☎
㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
42
６
６
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

（
後
期
）文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
講
座
案
内

　

〜
ゆ
と
り
あ
る
生
活
、
い
き
が
い

　
　
　
　

の
あ
る
人
生
を
求
め
て
〜

受
講
期
間　

10
月
４
日
㈰
〜
平
成
22
年

３
月
６
日
㈯

　

☆
印
は
後
期
か
ら
始
ま
る
新
し
い
講

座
で
す
。　
　

   　
（　

）
内
は
講
師
名

☆
フ
ラ
ワ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
（
中
野
秀
子
）

○
文
学
の
小
径　
　
（
宮
久
保
美
恵
子
）

○
短
歌　
　
　
　
　
　
　
（
楠
本
邦
利
）

○
篆て
ん

刻こ
く　

　
　
　
　
　
　
（
射
場
博
子
）

○
オ
カ
リ
ナ　
　
　
　
　
（
森
見
美
子
）

○
自
然
の
素
材
を
織
る（
島
田
ひ
ろ
み
）

○
手
編
み
手
芸　
　
（
後
藤
田
八
重
子
）

○
ね
ん
ど
の
花
ク
レ
イ
ア
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
田
百
合
子
）

○
素
敵
な
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
加
容
子
）

10
回
コ
ー
ス

○
七
宝
焼　
　
　
　
　
　
（
山
田
和
子
）

○
花
で
生
活
を
楽
し
む（
近
藤
佐
起
江
）

○
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス　
　
（
森
仁
美
）

○
ビ
デ
オ　
　
　
　
　
（
牧
本
美
代
子
）

☆
鉛
筆
画　
　
　
　
　
　
（
須
恵
泰
正
）

☆
日
本
舞
踊　
　
　
　
（
松
井
美
恵
子
）

☆
茶
道（
裏
千
家
）　　
（
川
真
田
信
子
）

☆
生
け
花（
草
月
流
）　　
（
近
藤
年
江
）

☆
話
す
た
め
の
し
ゃ
べ
り
方
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
本
武
敏
）

○
木
目
込
人
形　
　
　
　
（
小
林
鳳
美
）

○
や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ　
　
（
富
山
雅
代
）

○
書
に
親
し
む　
　
　
　
（
武
市
鳴
雲
）

○
書
道
入
門　
　
　
　
　
（
熊
代
厚
子
）

○
実
用
書
道　
　
　
　
　
（
寺
内
金
子
）

○
水
墨
画　
　
　
　
　
　
（
久
米
芳
邦
）

○
16
式
太
極
拳　
　
　
　
　
　
（
黄
麗
）

○
初
級
太
極
拳　
　
　
　
（
村
上
恵
子
）

○
大
正
琴　
　
　
　
　
　
（
山
本
源
淑
）

○
藍
染
め　
　
　
　
　
　
（
藤
井
和
栄
）

○
陶
芸　
　
　
　
　
　
　
　
（
笠
井
享
）

○
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薩
摩
利
子
）

○
着
物
着
付
け　
　
　
　
（
桑
田
律
子
）

○
さ
く
ら
長
唄
三
味
線　
（
春
名
完
二
）

○
民
謡　
　
　
　
　
　
（
藤
本
秀
森
寿
）

○
民
謡
三
味
線　
　
　
（
藤
本
秀
森
幸
）

○
洋
画　
　
　
　
　
（
下
時
治
郎
秀
臣
）

受
付
期
間　

８
月
24
日
㈪
〜
９
月
21
日

㈪
先
着
順
（
定
員
に
満
た
な
い
講
座
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
受
け
付
け
し
ま

す
）

受
付
場
所　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

10
回
コ
ー
ス
４
２
０
０
円
／

20
回
コ
ー
ス
８
４
０
０
円
（
受
講
料
の

ほ
か
に
別
途
材
料
費
等
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
）

※
詳
細
は
、
講
座
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
内
各
文
化
施
設
、

公
民
館
等
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

ま
で
）

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル
・
和
室
・
ロ

ビ
ー

20
回
コ
ー
ス
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こ
う
さ
て
ん　

い
の
ち
を
ま
も
る　

み
ぎ
ひ
だ
り

洲
脇　

喬
香
（
西
麻
植
小
学
校
２
年
）

《
交
通
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標
語
優
秀
作
》

家
出
の
理
由

◆
生
活
リ
ズ
ム
の
変
化
か
ら
家
出
を
す
る

　

夏
休
み
な
ど
長
期
の
休
み
に
、
子
ど

も
た
ち
は
地
域
社
会
の
中
で
貴
重
な
体

験
を
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
夏
祭

り
な
ど
の
特
別
な
催
し
事
で
、
夜
更
か

し
朝
寝
坊
を
し
て
し
ま
う
な
ど
、
生
活

の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
で
す
。

　
「
友
達
と
も
っ
と
遊
ん
で
い
た
い
」、

「
も
っ
と
自
由
な
時
間
が
欲
し
い
」
な
ど

と
い
っ
た
欲
求
か
ら
休
み
明
け
の
時
期

に
は
、
家
出
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆「
自
我
の
目
覚
め
」や「
自
立
心
」の
芽
生
え
か
ら
家
出
を
す
る

　

あ
る
日
突
然
子
ど
も
の
態
度
や
言
葉

に
反
発
が
表
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
自
我
の
目
覚
め
か
ら
、
自
立
心

の
高
ま
り
と
と
も
に
、
親
へ
の
批
判
的

態
度
が
生
ま
れ
て
く
る
か
ら
で
す
。
こ

の
親
へ
の
批
判
的
態
度
が
家
出
と
な
っ

て
表
れ
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
現
実
か
ら
の
逃
避
の
形
態
と
し
て
家
出
を
す
る

　
「
宿
題
が
で
き
て
い
な
い
」、「
勉
強
す

る
の
が
い
や
だ
」
と
い
っ
た
、
現
実
か

ら
の
逃
避
の
一
つ
の
形
態
と
し
て
家
出

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り　

少
年
少
女
の
家
出
を
防
ご
う

や
無
断
外
泊
を
す
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

家
出
・
無
断
外
泊
を
防
ぐ
た
め
に

家
庭
で
は
子
ど
も
の
成
長
を
少
し
ず
つ
認
め
ま
し
ょ
う

○
家
庭
内
で
の
不
安
や
不
満
を
解
消
で

き
る
よ
う
、
子
ど
も
の
話
を
ま
ず
じ
っ

く
り
聞
き
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
の
良
さ
を
認
め
、
そ
れ
を
言

葉
に
出
し
て
伝
え
ま
し
ょ
う
。

○
親
子
で
汗
を
流
し
て
作
業
な
ど
を
し

な
が
ら
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
正
し
く
教

え
ま
し
ょ
う
。

地
域
社
会
で
は
、
ま
ず
大
人
が
ル
ー
ル

を
守
っ
て
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う

○
よ
そ
の
子
ど
も
に
も
「
愛
の
一
声
」

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
親
同
士
が
地
域
の
仲
間
と
し
て
、
地

域
活
動
へ
の
参
加
を
誘
い
合
い
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
た
ち
に
、
清
掃
活
動
や
祭
り

な
ど
の
地
域
活
動
へ
参
加
す
る
よ
う
呼

び
か
け
、
地
域
の
一
員
と
し
て
仲
間
の

輪
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
参
加
活
動
を
通
じ

て
、
た
く
ま
し
い
心
と
体
、
優
し
さ
と

思
い
や
り
の
心
を
は
ぐ
く
み
ま
し
ょ
う
。

吉
野
川
警
察
署　
　
　

☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
　
　
☎
㉔
２
３
３
１

問
い
合
わ
せ

一
層
政
策
・
方
針
決
定
の
過
程
に
参
画
し

て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

吉
野
川
市
で
は
、
平
成
24
年
度
ま
で
に
、

市
の
審
議
会
、
委
員
会
、
協
議
会
等
で
の

女
性
委
員
の
占
め
る
割
合
が
35
％
以
上
に

な
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

男
女
が
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う
社
会

づ
く
り
に
お
い
て
、
政
策
・
方
針
決
定
過

程
へ
の
男
女
共
同
参
画
は
非
常
に
重
要
で

す
。

　

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
女
性
の
社

会
参
加
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
政
策

や
方
針
を
決
定
す
る
過
程
へ
の
女
性
の
参

画
は
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。　
　

　

男
女
が
社
会
に
お
い
て
真
に
平
等
な
立

場
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
女
性
が
よ
り

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の

女
性
の
参
画
の
拡
大

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

昇　

進

女性の登用
委員
総数
（人）

女性委
員の数
（人）

女性の
割合
（％）

法律に基づく審議会等
（地方自治法第202条
の３）

331 77 23.3

法律に基づく委員会等
（地方自治法第180条
の５）

57 7 12.3

その他の委員会、協議
会等
（市の規則、要綱等）

446 209 46.9

合　計 834 293 35.1

吉野川市の行政委員会等への女性登用状況
（平成21年4月1日現在）
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語
優
秀
作
》
お
う
だ
ん
ほ
ど
う　

あ
お
に
な
っ
て
も　

み
ぎ
ひ
だ
り

遊
塚　

瑞
稀
（
知
恵
島
小
学
校
１
年
）

●問い合わせ　吉野川市地域包括支援センター　☎　  6627○25

介護につながる「ロコモ」に注意！
～ロコモティブシンドローム～

　「ロコモ」の予防のために、まずは食事に気をつける・筋力トレーニングの習慣を取り入れるなど、
生活全体の見直しが必要です。例えば、体重を減らすとひざへの負担が軽減されます。また、「ロコモ」
の人は動かないでいるとさらに状態が悪化するので、適度な運動が必要です。ただし、症状がひどい
場合には主治医と相談し、薬を飲む、手術を受けるなどの治療を行ってください。
　早い人では40歳ごろから「ロコモ」になります。若いうちから体を動かす習慣を身につけましょう。

ほかにもさまざまな要因が重なって起こります。
　★運動不足による筋力の低下
　★太りすぎによるひざへの負担
　★加齢や閉経による骨密度の減少
　★加齢によるバランス能力の低下　など

主な原因は加齢と運動不足です。

「メタボ＝（メタボリックシンドローム）」
は内臓の病気、「ロコモ」は運動器の病気を
引き起こします。

メタボ ロコモ

１つでもあてはまれば「ロコモ」です！

Q
「ロコモ」とは？

　ロコモティブシンドローム（運
動器機能低下症候群）の略です。
　加齢とともに運動器（体を支
え運動する器官）の機能が衰え
て、要介護や寝たきりになる可
能性が高い状態をいいます。

原因は？

□片足立ちで靴下がはけない
□家の中でつまずいたり滑ったりする
□階段を上るのに手すりが必要
□横断歩道を青信号で渡りきれない
□15分ぐらい続けて歩けない

あなたは

大丈夫？

チェックしてみよう！チェックしてみよう！チェックしてみよう！
１つでもあてはまれば
「ロコモ」です！

「ロコモ」を予防しよう！
「ロコモ」から
　　　　　抜けだそう！

～「ロコモ」にならないためのポイント～
１　肥満や運動不足は大敵！　生活習慣の改善をしよう！
２　「年だから」とあきらめないで体を動かそう！
３　若いうちから予防を心がけよう！

　介護予防教室では、介護予防体操の指導があ
ります。だれでも無理なく続けることができる
体操を教えてくれます。
　また、「パワー・デイ」では、それぞれの方
の体力にあわせたトレーニングができます。
　次のページをご覧になって、ぜひご参加くだ
さい！

体を動かすことを
楽しみましょう！

適度な運動のために・・・

おすすめは、これ！

介護予防教室や「パ
ワー・デイ」に参加
しましょう！



体を
動 しよう！体を
動かし

てロコモやメタボを予防しよう！パワー・デイ参加者募集体を
動かし

てロコモやメタボを予防しよう！
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自
動
車
が　

わ
が
も
の
顔
で
走
る
け
ど　

こ
こ
は　

ぼ
く
ら
の
通
学
路

角
野　

十
夢
（
川
島
小
学
校
６
年
）

《
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通
安
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標
語
優
秀
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》

8　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
17 月 9：30～10：30 山瀬地区公民館 山　川

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

介 護 予 防 体 操
18 火 9：30～10：30 城戸下浦高開集落センター 美　郷 楽 し い 脳 体 操

13：30～14：30 湯立会館 山　川 栄養のお話（糖について）
19 水 9：30～10：30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川　島 栄養のお話（糖について）

9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島 口腔（こうくう）ケア
20 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島 口 腔 ケ ア
24 月 9：30～10：30 鴨島南部老人憩の家 鴨　島 介 護 予 防 体 操

13：30～14：30 知恵島老人憩の家 鴨　島 口 腔 ケ ア
25 火 9：30～10：30 喜来老人憩の家 鴨　島 介 護 予 防 体 操

9：30～10：30 三山老人憩の家 美　郷 栄養のお話（糖について）
26 水 9：30～10：30 千田公会堂 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
27 木 9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島 口 腔 ケ ア
28 金 9：30～10：30 鍛冶屋敷公会堂 川　島 楽 し い 脳 体 操

13：30～14：30 上谷集落センター 美　郷 栄養のお話（糖について）

9　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 火 13：00～14：30 川島公民館 川　島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

3 木 9：00～10：00 忌部農業構造改善センター 山　川 楽 し い 脳 体 操
7 月 9：30～10：30 南町集会所 山　川 楽 し い 脳 体 操
8 火 9：30～10：30 川島公民館学西分館 川　島 口 腔 ケ ア

13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島
9 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島 口 腔 ケ ア
10 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 口 腔 ケ ア
11 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎　  6627○25

8月・9月の介護予防教室

　これまで運動をしたことがない方でも参加できる
運動教室です。運動のきっかけづくりに、ぜひご参
加ください。
対象者　市内在住の65歳以上の方で、介護保
険によるサービスを利用していない方
利用期間　10月～ 12月
実施場所　健祥会インディペンデント21
　　　　　（川島町川島106-２　☎㉖3010）
※見学も可能です。電話でお問い合わせください。
利用料　250円/１回
利用限度　各コース週１回
申請に必要なもの　印鑑
※ 申請書等は介護保険課（川島庁舎1階）、支所地
域課（鴨島・山川・美郷）にあります。

申請締切　９月11日（金）
コース　水中運動（入門・向上）コース、マシーン
トレーニング（入門・向上）コース
※ 向上コースは入門コースを利用済みの方が対象で
す。定員はコースによって異なり、定員を超えた
場合は抽選、または希望以外の日に移っていただ
くことになります。

問い合わせ

利用者アンケート結果から
　これまでの利用者の方からは、次のような感
想も寄せられています。
★歩きやすくなり、自信がもてるようになった。
★体の動きが軽快になった。
★足、ひざの痛みが減少した。
★階段を上がるのが楽になった。
★よく眠れるようになった。

市介護保険課　地域支援係　☎　  6627○25

水中運動の様子▲
◀マシーンの一例
（ひざを伸ばして太ももの筋肉を鍛えるもの）

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。
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危
な
い
よ　

必
ず
か
ぶ
ろ
う　

ヘ
ル
メ
ッ
ト

鈴
木　

三
春
（
学
島
小
学
校
５
年
）

9～11月のがん検診等のご案内9～11月のがん検診等のご案内

●問い合わせ・申し込み　市健康推進課　☎　  6615○25

自分の健康をつくるためにも、計画を立てて健（検）診を受けましょう！！
平成21年度の年間の健（検）診の内容および個人負担金など、詳しいことは『広報よしのがわ』
６月号（Vol.56）10、11ページに掲載していますので、ご確認ください。

※がん集団検診は、お申し込みされた方に受診券等をお送りします。

が ん 集 団 検 診

個 別 健 診（医療機関で受診）

検 診 項 目 胃がん検診、肺がん検診（喀
かく

痰
たん

検査）、大腸がん検診、骨粗しょう症検診

検　 診　 日 ９月16日（水） 11月26日（木）
実施場所 午前 山川公民館 鴨島公民館

申 込 締 切 ９月２日（水） 11月12日（木）

検 診 項 目 　前立腺がん検診

検　 診　 日 ９月７日（月） ９月16日（水） 11月26日（木）

実施場所
午前 山川公民館 鴨島公民館

午後 鴨島公民館 川島老人福祉センター 山川公民館

申 込 締 切 ８月24日（月） ９月２日（水） 11月12日（木）

健（検）診項目 実施期間 場　所 申し込み

子宮がん検診

7月1日～
平成22年3月31日まで

県内広域化医療機関
《申込受付》
7月1日～12月28日まで
※ 申し込みされた方に受
診券をお送りします。

ヤング健診
（20～40歳未満の方）
※ 吉野川市国保加入の方で、
節目健診対象の方〔今年度
30･35歳〕は除く

市内指定医療機関

麻しん・風しん混合（MR）予防接種は麻しん・風しん混合（MR）予防接種は
お済みですか？お済みですか？

対象の方には個人通知をお送りしています。体調の良い時になるべく早く接種を受けましょう!!
　１．対　象　者　　Ⅰ期：１歳以上２歳未満　　　Ⅱ期：小学校就学前の１年間
                  　　　  　 Ⅲ期：中学校１年生相当　　　Ⅳ期：高等学校３年生相当
　２．接 種 期 間　　平成21年４月１日～平成22年3月31日
　３．実施医療機関　　吉野川市内の指定医療機関および徳島県予防接種広域化登録医療機関

9～11月のがん検診等のご案内9～11月のがん検診等のご案内

麻しん・風しん混合（MR）予防接種は麻しん・風しん混合（MR）予防接種は
お済みですか？お済みですか？



すい臓
ひ臓

6カ月 7カ月 8カ月 9カ月 10カ月

23 2009年（平成21年）8月12日

広報よしのがわ

お
ね
が
い
で
す　

ゆ
っ
く
り
は
し
っ
て　

つ
う
が
く
ろ

野
尻　

一
花
（
山
瀬
小
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

マタニティ教室
妊婦さんとご家族を対象としたマタニティ教室（前期編・後期編）の様子をご紹介します !!

前期編では、身体のメカニズムや、赤ちゃん
の育ちを支える大事な栄養について学びます。

　お腹の赤ちゃんは優先的に脳に栄養を送
ります。妊娠 6カ月以降は、お母さんの食
事（栄養素）が偏っていたり、十分でない
と、脳以外の臓器の成長を遅らせてしまい
ます。

前  期  編

ます。

栄養ってとって
も大事 !!

栄養ってとって
も大事 !!

栄養ってとって
も大事 !!

　脳の重さは、胎児の体重
の約12～ 15％を占めます。
※大人の脳の重さは、体重
の約2％にあたります。

妊娠中はなぜ貧血になりやすいの？

①妊娠中は血液が薄まる
　妊娠中は、赤ちゃんを育てるため、胎
盤を通して、血液（栄養・酸素）をスムー
ズにたくさん流す必要があります。その
ため、妊婦さんの血液量は増え、質もサ
ラサラになっていきます。
②妊娠中は母体から胎児に鉄を送る
　妊娠32週ごろから、母体に蓄えてい
た鉄を胎児に送りはじめます。そのため、
母体は鉄が欠乏した状態になります。

　貧血が進みすぎると、胎児に必要な栄
養や酸素がうまく運べなくなり、胎児の
成長がさまたげられます。また、母体の
産後の回復も遅れます。

　特に妊娠後期は貧血が進みますので、
妊娠前・初期から母体に鉄を蓄
えて、貧血を予防しましょう。

健康コラム健康コラム健健康健健康康ココラ康ココララムラム健康コラム
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
よ
う
く
み
て　

く
る
ま
の
う
し
ろ
に　

も
う
い
ち
だ
い

福
原　

智
哉
（
川
田
小
学
校
１
年
）

●問い合わせ・申し込み　市健康推進課　☎　  6615○25

赤ちゃんのもく浴実習をメインにみんなで楽しく学びます。

参加された皆さん、とても上手でした（^O^）《妊娠疑似体験》 《もく浴実習》

後  期  編

健康コラム マタニティ教室

　８月以降のマタニティ教
室の日程です。日程は変更
になることがあります。
　参加を希望される方は、
健康推進課（川島庁舎1階）
までお申し込みください。

前 期 編 後 期 編
８月28日（金） ９月30日（水）
11月25日（水） 12月18日（金）

平成22年２月26日（金）平成22年３月17日（水）
時間：午前9時～11時30分 午後1時30分～4時

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進

協
議
会
総
会
だ
よ
り
⑵

　

前
号
に
続
き
、
２
０
０
９
年
の
活
動

目
標
に
つ
い
て
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

●
人
権
尊
重
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
徳
島
県
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る

基
本
計
画
」「
徳
島
県
人
権
教
育
推
進

方
針
」
等
に
基
づ
き
、学
校
（
保
育
所
）・

家
庭
・
地
域
・
企
業
・
行
政
・
関
係
機

関
と
連
携
し
、
人
権
教
育
・
啓
発
を
推

進
し
ま
す
。

●
人
権
尊
重
の
理
念
な
ど
普
遍
的
な
視

点
か
ら
の
取
り
組
み
と
、
個
別
人
権
課

題
の
解
決
に
向
け
た
実
践
を
と
お
し
て
、

「
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

相
互
に
共
存
し
得
る
平
和
で
豊
か
な
社

会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
公
務
員
、
教
職
員
、
推
進
者
等
の
実

践
力
（
人
権
問
題
を
解
決
す
る
力
）
を

高
め
る
た
め
の
研
修
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
自
ら
の
課
題
の
自
覚
と
使
命

感
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

●
社
会
教
育
・
啓
発
に
お
い
て
は
、「
人

権
と
共
生
の
社
会
」「
人
権
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
人
権
確
立

を
重
要
な
現
実
的
課
題
と
位
置
づ
け
、

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）　　
　
☎
㉒
２
２
２
９

地
域
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
る
多
様
な
学

習
内
容
・
機
会
の
提
供
と
充
実
に
努
め

ま
す
。

　

本
年
度
の
研
修
会
（
記
念
講
演
）
に

は
、
徳
島
県
人
権
教
育
指
導
員
の
美
馬

育
子
さ
ん
（
阿
南
市
訪
問
型
家
庭
教
育

支
援
チ
ー
ム
南
部
事
務
所
勤
務
）
に
よ

る
「
言
葉
に
み
る
人
権
文
化
」
と
題
し

て
の
講
演
で
、
参
加
型
人
権
研
修
を
と

お
し
て
、
参
加
者
一
人
一
人
の
人
権
心

の
健
康
度
合
い
の
チ
ェ
ッ
ク
を
試
み
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

こ
れ
ま
で
の
実
践
を
引
き
継
ぎ
、
す

べ
て
の
学
校
（
保
育
所
）・
家
庭
・
地
域
・

企
業
・
行
政
・
関
係
機
関
が
連
携
を
密

に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
し
て
い
く
役

割
、
組
織
推
進
体
制
を
確
立
す
る
中
で
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す
本
市
の
人
権
教
育
、

啓
発
を
充
実
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

カ



鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
8
月
、9
月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
８
月
31
日
㈪
、９
月
29
日
㈫
）

◆
よ
っ
と
い
で
文
庫
に
よ
る
夏
休

み
お
は
な
し
大
会

と
き　

８
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階

◆
夏
休
み
自
由
研
究
教
室

採
集
物
の
名
付
け

と
き　

８
月
25
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

講
師　

眞
鍋
佳
資
さ
ん

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階

◆
学
読
書
会
（
８
月
）

「
嵐
の
中
に
咲
い
た
花
〜
青
い
目

の
人
形
ア
リ
ス
ち
ゃ
ん
〜
」

原
田
一
美　

著

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
８
月
28
日
㈮
、９
月
30
日
㈬
）

◆
お
は
な
し
会

９
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

８
月
15
日
㈯
（
草
原
の
子
テ
ン
グ

リ
）
ほ
か
・
29
日
㈯
（
ヒ
ロ
シ
マ

に
一
番
電
車
が
走
っ
た
）、
９
月

５
日
㈯
（
お
ば
け
の
て
ん
ぷ
ら
）

ほ
か
・
19
日
㈯
（
リ
ト
ル
モ
ン
ス

タ
ー
３
・
４
）
の
午
後
２
時
か
ら

（
約
１
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
８
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshi
nogaw

a.lg.jp/ilisw
ing/w

e/
opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
８
月
24
日
㈪
〜

26
日
㈬

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
・
和
室
／
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
さ
れ
ど
時
は
過
ぎ
行
く
』

　
　
　
　
　
　
　

北
方
謙
三　

著

『
Ｉ
Ｎ
』　　
　
　

桐
野
夏
生　

著

『
龍
神
の
雨
』　　

道
尾
秀
介　

著

『
奇
縁
ま
ん
だ
ら　

続
』

　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
寂
聴　

著

『
用
も
な
い
の
に
』

　
　
　
　
　
　
　

奥
田
英
朗　

著

『
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
涙
』

　
　
　
　
　
　
　
　

乾
ル
カ　

著

『
１
Ｑ
84
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
１･

２
』

　
　
　
　
　
　
　

村
上
春
樹　

著

『
運
命
の
人
３
』　

山
崎
豊
子　

著

『
訪
問
者
』　　
　
　

恩
田
陸　

著

『
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
』

　
　
　
　
　
　
　
　

五
條
瑛　

著

『
最
強
国
家
ニ
ッ
ポ
ン
の
設
計
図
』

　
　
　
　
　
　
　

大
前
研
一　

著

『
て
の
ひ
ら
の
メ
モ
』

　
　
　
　
　
　
　

夏
樹
静
子　

著

『
が
ん
ば
ら
な
い
健
康
法
』

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田
實　

著

『
日
米「
振
り
込
め
詐
欺
」大
恐
慌
』

　
　
　
　
　
　
　

副
島
隆
彦　

著

『
楊
令
伝
９
』　　

北
方
謙
三　

著

『
大
人
に
似
合
う
ヘ
ア
カ
タ
ロ
グ

'09
夏
』　　

  

成
美
堂
出
版
編
集
部

『
手
ぬ
ぐ
い
で
つ
く
る
日
々
の
小

も
の
』　　
　
　
　
越
膳
夕
香　

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
真
夏
の
オ
リ
オ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　

福
井
晴
敏　

著

『
ペ
ネ
ロ
ペ
の
は
る
な
つ
あ
き
ふ
ゆ
』

ゲ
オ
ル
グ・ハ
レ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン　

著

『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
は
み
が
き
ま

ん
』　　

     

や
な
せ
た
か
し　

著

『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
と
妖
怪
タ
イ

ム
マ
シ
ン
』     

水
木
し
げ
る　

著

『
忍
者
サ
ノ
ス
ケ
じ
い
さ
ん
わ
く

わ
く
旅
日
記
19
』

　
　
　
　
　

な
す
だ
み
の
る　

著

『
で
ん
じ
ろ
う
先
生
の
カ
ッ
コ
い

い
！　

科
学
お
も
ち
ゃ
』

　
　
　
　

米
村
で
ん
じ
ろ
う　

著

「
海
に
消
え
た
星
の
王
子
さ
ま
」

　
　

ジ
ャ
ッ
ク
・
プ
ラ
デ
ル　

著

「
贖
罪
」　　
　
　
　
湊
か
な
え　

著

と
き　

毎
月
第
２
水
曜
日
／
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
８
月
は
お
盆
期
間
中
の
た
め
日

程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て　

安
全
第
一

佐
藤　

来
夏
（
種
野
小
学
校
３
年
）

『
ブ
ー
の
み
る
ゆ
め
』

　
　
　
　
　

い
も
と
よ
う
こ　

著

『
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
さ
い
し
ん
じ
て
ん
』

　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
館　

著



親
と
子
が
心
を
結
ぶ
夏
休
み

平
和
と
戦
争

飯
尾
敷
地
小
学
校　

岡
田　

佳
奈

楽
し
く
み
ん
な
が
遊
ん
で
い
る
と
き

飢
え
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る

生
き
る
っ
て
何
も
感
じ
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
き

死
ぬ
の
が
こ
わ
い
と
思
っ
て
い
る

お
も
し
ろ
い
こ
と
を
言
っ
て

み
ん
な
で
笑
っ
て
い
る
と
き

家
族
が
殺
さ
れ
泣
い
て
い
る
人
が
い
る

戦
争
を
や
っ
て
み
た
い
と
感
じ
て
い
る
と
き

平
和
が
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る

戦
争
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
る
と
き

ま
た
一
つ
戦
争
が
始
ま
っ
た

戦
争
が
一
つ
な
く
な
る
と
き

平
和
が
一
つ
増
え
る
ん
だ

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
４
号
よ
り
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse
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平成21年７月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,483人　 （－ 18）
　男　　21,552人　 （－ 12）
　女　　23,931人　 （－  6）
世帯数　17,331世帯 （＋  2）
※ 65歳以上人口
　　　計 12,952人　男 5,271人　女 7,681人

367人 （＋  6）
49人 （－  1）
318人 （＋  7）

344世帯 （＋  6）

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
5
月 0件

累
計 2件

救急出動
5
月129件

累
計642件

〈人  権  相  談〉
８月13日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
８月18日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
８月25日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂
９月10日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
９月15日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
９月15日㈫ 13：30～16：00 美郷庁舎大会議室

〈行  政  相  談〉
８月13日㈭  9：00～12：00 市役所１階相談室
８月20日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎２階会議室
９月１日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
９月７日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎101会議室
９月10日㈭  9：00～12：00 市役所１階相談室
〈司法書士会による無料法律相談〉

８月21日㈮ 10：00～12：00 市役所401会議室
９月18日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室

☆
お
知
ら
せ

　

８
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰
の
３
日

間
、
午
後
７
時
開
催
の
阿
波
踊
り

大
会
に
お
い
て
、
特
別
街
頭
補
導

を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

美
郷
ほ
た
る
祭
り
、
五
九
郎
ま

つ
り
、
花
火
大
会
で
の
街
頭
補
導

で
は
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
万
引
き

▽
万
引
き
は
、
犯
罪
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

▽
買
い
与
え
た
覚
え
の
な
い
品
物

を
、
子
ど
も
が
持
っ
て
い
る
時
は
、

す
ぐ
に
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税　

第
２
期

 

納
期
限　
　

    

8
月
31
日
㈪

●
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗

▽
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ま
し

ょ
う
。

▽
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
を

教
え
ま
し
ょ
う
。

▽
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
に
は
、

「

か
け
」
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

●
喫
煙
・
飲
酒

▽
タ
バ
コ
や
酒
は
、
非
行
の
入
り

口
で
す
。

▽
成
長
期
の
子
ど
も
に
は
、
健
康

に
大
き
な
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

●
夜
遊
び
・
深
夜
の
外
出

▽
夜
遊
び
や
深
夜
の
外
出
は
、
生

活
の
乱
れ
や
不
良
交
友
の
始
ま
り

で
す
。

▽
危
険
な
目
に
あ
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

●
交
通
事
故

▽
自
転
車
の
二
人
乗
り
、
と
び
出

し
、
暴
走
行
為
な
ど
は
、
事
故
の

も
と
で
す
。

▽
自
転
車
に
も
、
交
通
違
反
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

●
そ
の
ほ
か
の
安
全

▽
遊
泳
禁
止
場
所
で
水
泳
を
し
な

い
、
花
火
の
後
始
末
を
す
る
な
ど
、

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

平
気
だ
よ　

そ
の
気
の
緩
み
が　

大
事
故
に

佐
藤　

香
澄
（
山
川
中
学
校
１
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

防
ご
う　

初
期
型
非
行

　
　
　
　
　
　

親
と
し
て
！

犯
罪
に
ま
き
こ
ま
れ
な
い
た
め
に

いか　行かない
の　　乗らない
お　　大声でさけぶ
す　　すぐ逃げる
し　　知らせる
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●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 8月 9月
和田耳鼻咽喉科 24－2566 12
古本内科クリニック 24－7377 13 15
糸 田 川 眼 科 24－2531 14 14
石 原 小 児 科 24－2388 15
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 ⑯
後 藤 田 外 科 24－2720 17 16
美 摩 病 院 24－2957 18 19
渡 辺 医 院 24－7177 19 18
四 宮 医 院 25－2016 20 17
松 永 医 院 42－2110 21
杉 山 医 院 25－2802 22
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 ㉓
矢 田 医 院 25－2006 24 26
木村内科胃腸科 24－6413 25 28
鈴木内科（敷地）24－5880 26 30

医　院　名 電話番号 8月 9月
谷 医 院 42－2353 27 29
阿 部 整 形 外 科 24－4880 28
鈴木内科（喜来）24－3413 29
森 住 内 科 医 院 22－3010 ㉚
岸 整 形 外 科 25－3133 31
鴨 島 病 院 24－6565 1
工 藤 内 科 医 院 42－3113 2
富 本 医 院 42－3123 3
井 内 内 科 24－3070 4
高橋皮膚科クリニック 24－5122 5
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 ⑥
島 野 外 科 内 科 25－3060 7
杏 和 医 院 22－0333 8
中西内科クリニック 42－6755 9
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 10

医　院　名 電話番号 8月 9月
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 11
石原内科循環器科 24－2536 12
麻名内科外科クリニック 26－0020 ⑬
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 ⑳
さ く ら 診 療 所 42－5520 ㉑
三木リハビリテーション病院 42－6616 ㉒
岡田医院（川島）25－3566 ㉓
松 永 医 院 42－2110 24
杉 山 医 院 25－2802 25
糸田川クリニック 24－7555 ㉗
小児救急医療体制 

休日 ･夜間在宅当番医表

8・9月

日曜日の9時～18時、小児科専門医が診て
くれます。
●麻植協同病院　　　　      ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）    ☎365151
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　「ふるさと納税」とは、吉野川市に対して実際に税金を
納めることではなく、寄附をしていただくことをいいます。
寄附していただいた金額の一部が本来納めるべき税金から
控除されることにより、結果的に吉野川市に納税するのと
ほぼ同じ効果（市の収入）になります。
　税控除には上限がありますが、住民税所得割額の１割相
当額までの寄附金であれば、５千円を超える額が後年所得
税と住民税で減額されます。
　５千円は自己負担となります。
　吉野川市で生まれ、育った方だけに限らず、吉野川市を
第２のふるさと、心のふるさとと思ってくださる方も「ふる
さと納税」できます。
　詳しくは、市企画財政課（寄附金の手続き関係）または
市税務課（税控除関係）までお問い合わせいただくか、市
ホームページをご覧ください。

■市企画財政課 ☎0883-22-2221　■市税務課 ☎0883-22-2215
■ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/other/furusato/index.html

ふるさと納税のご案内ふるさと納税のご案内ふるさと納税のご案内 あなたの思いが生かせますあなたの思いが生かせます

⑤確定申告

①寄附のお申し込み
吉野川市

住所地管轄の税務署

⑥税の控除

③お振り込み

②納付書の送付または
　口座番号の通知

④受領書などの送付

吉野川市を応援
してくださる方

広
報
誌
が
不
要
な
方
へ
広
報
誌
が
不
要
な
場
合
は
、企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係
ま
で「
広
報
誌
は
不
要
で
す
」と
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。配
布
を
中
止
し
ま
す
。

ご
連
絡
の
際
に
は
必
ず
、住
所
、名
前
、電
話
番
号
を
お
願
い
し
ま
す
。　
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先　

市
企
画
財
政
課
☎
㉒
２
２
２
１




